「コ ラッ 丘，. 一。 なぜ 扉に 鍵 を かけた ッ、 早く 明けない 

しおき 

と …… 昨日のお 処刑 を 忘れた のか ネ、 お前さん は。 よ 

ォし、 もう 妾 や 堪忍袋の緒が切れた。 鍵ぐ らいな ァ 

ん だッ」 

ド— ン とい う 荒 々しい 物音。 

妻 君 は 太った 身体 をド シン ド シンと 扉に ぶ つける。 

錠前が こわれて、 扉はポ ー ンと 明いた。 

「チ キシ ョ—、 お前さん。 …… 」 

と、 勢いよ く 飛び こんで みたが、 なんたる 不思議、 

そこに 居る と 思つ た 亭主 清 家 博士 の 姿が 見えな い 。 



すると 妻 君が いきなり 目 を 見開いて い つた。 

「_ —— ああ 貴 郎ァ、 こんなと ころに いたんだ ネ。 ゥ— 

ム、 この 虫 けら 奴」 

捕虜 

清 家 博士 は 妻 君の ために 雁 字 がらめ に縛リ あげられ、 

ベ ッドの 金具に 結びつけられた。 もう 逃げる こと はで 

きなかった。 



「ほんのすこし だけです よ」 

妻 君 は 彼 を ベッドの 上に 引 張り上げて やった。 博士 

じび よ -ク 

は 間もなく、 急に ゴ ホン ゴ ホンと 咳 をし だした。 持病 

の ぜんそくが 起った ので ある。 

「は、 早く 早く。 あの 戸棚の 一番 下の 引出しの 奥の 方 

に 薬が あるから、 と、 とって 呉れ。 ああ ゥゥ」 



最後の 手 



ガチャと 鍵 を 入れる 音が する。 やがて 入口の 扉が 

ス ー ッと 明いた。 そして メアリ ー の 怪訝な 顔が 現れた。 

とたんに サッと 廊下から 吹き込む 一陣の風！ 呀ッ 

と 思う 間もなく、 博士の 身体 は 名 犬の 輪ぬ けの ように、 

硝子 窓の 破れ 穴から ス— ッと 外に 抜けいで てし まった。 



街^? 

瓦斯 体と なった 清 家 博士 は、 街路樹の 葉から 葉へ と 



底本" 「海 野 十三 全集 第 6 巻 太平洋 魔 城」 三 一 書房 

1989 (平成 元) 年 9 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「モダン 日本」 

1937 (昭和に) 年 ー 月〜 8 月、 S 月 〜に 月 

※初出 時の 署名 は、 丘 丘十郎 です。 

入力 .. 

校正 ： Juki 

2 00 5年ー月2日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



